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高齢者の
こころの
健康調査

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

地
域
で
の
声
か
け
・
支
え
合
い
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

　

全
国
で
は
年
間
３
万
人
、
岡
山
県
に
お
い
て
も
毎
年
４
０
０
人
を
超
え
る
人
が
、
自
殺
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
病
気
や
障
害
が
あ
っ
て
も
一
人
一
人
に
と
っ

て
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
自
殺
予
防
に
も
寄
与
す
る
と
の
視
点
か
ら
、
地
域
住
民
に
対
し
て
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
検
討
す
る
た
め
、
平
成

22
年
度
に
県
が
、
高
梁
市
（
備
中
）
と
吉
備
中
央
町
（
備
前
）、
鏡
野
町
（
美
作
）
の
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
実
施
し
た
、「
高
齢
者
の
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す

る
調
査
」。
市
内
で
は
１
万
２
０
７
８
人
を
対
象
に
、
７
８
４
１
人
（
64
・
９
％
）
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
、
そ
の
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

調査の項目
◇属性
　�性別、年齢、学歴、同居家族数、家族構成、婚姻状態、居住地、居住年数、
自身が社会的・経済的にどのあたりに位置していると感じているか
について
◇ソーシャル・キャピタル（信頼関係）、ソーシャル・サポート（社会的支援）
　�ご近所への信頼、組織･制度への信頼、互酬性を５検法で尋ねた。また、
助けてくれる人の存在、助けてあげる人の存在、社会参加とその質
について
◇身体的健康状態、生活習慣
　�主観的健康、要支援・要介護度、手段的日常生活活動尺度、通院状況、
飲酒頻度、喫煙習慣について
◇精神的健康状態、性格傾向
　�不安・抑うつ傾向、過去30日および５年以上前の希死念慮、性格
傾向について

こころを健康に保つために
○ 家の外へ出て、人とのつながりを持ちま
　 しょう。まわりの人とのコミュニケーシ
　 ョンを大切にすることで、お互いに気持
　 ち良く生活できます。
○  趣味や生きがいを持ちましょう。
○ 不安や悩みがあれば抱え込まず、相談で
　 きる人に相談しましょう。

高
梁
市
と
他
の
地
域
（
吉
備
中
央
町
、
鏡

野
町
）
と
の
比
較

主
観
的
不
健
康
の
人
の
割
合

　

高
梁
市　
　

29
％

　

他
の
地
域　

31
％

民
生
委
員
な
ど
の
声
か
け
が
あ
る

　

高
梁
市　
　

67
％

　

他
の
地
域　

60
％

近
所
へ
の
信
頼
感
が
あ
る

　

高
梁
市　
　

79
％

　

他
の
地
域　

78
％

活
動
へ
の
参
加

　

高
梁
市　
　

43
％

　

他
の
地
域　

50
％

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
る
環
境
に
あ
る

　

高
梁
市　
　

74
％

　

他
の
地
域　

72
％

日
常
生
活
動
作
（
食
事
・
更
衣
・
移
動
・
排
せ
つ
・

整
容
・
入
浴
）
が
良
好

　

高
梁
市    

（
男
性
）
67
％
、（
女
性
）
74
％

　

他
の
地
域
（
男
性
）
66
％
、（
女
性
）
70
％

希き

死し

念ね
ん

慮り
ょ

を
持
つ
人
の
割
合

　

高
梁
市　
　

９
％

　

他
の
地
域　

10
％

抑
う
つ
・
不
安
あ
り
の
人
の
割
合
に

　

高
梁
市　
　

19
％

　

他
の
地
域　

19
％

　

希き
　
し
　
ね
ん
り
ょ

死
念
慮
（
※
）
を
い
だ
く
人
に
は
、

①
抑
う
つ
・
不
安
傾
向
が
高
い

②
健
康
状
態
が
あ
ま
り
良
く
な
い
と

　
感
じ
る

③
性
格
が
引
き
こ
も
り
が
ち
・
落
ち

　
込
み
が
ち

④
日
頃
の
生
活
自
立
度
が
低
い

⑤
近
所
と
の
関
わ
り
が
少
な
い

⑥
社
会
経
済
的
な
暮
ら
し
向
き
が
苦

　
し
い

と
い
う
特
徴
や
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　　

調
査
か
ら
「
人
と
の
付
き
合
い
や

つ
な
が
り
が
あ
る
」「
困
っ
た
と
き

に
助
け
て
く
れ
る
人
が
い
る
」「
身

体
的
に
健
康
で
あ
る
」
の
条
件
が
ひ

と
つ
で
も
満
た
さ
れ
れ
ば
、「
抑
う

つ
や
不
安
」「
希
死
念
慮
」
の
あ
る

人
の
割
合
が
低
く
な
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　
※
こ
こ
で
い
う
「
希
死
念
慮
」
と
は
、

（
最
近
30
日
間
）
気
分
が
ひ
ど
く
落

ち
込
ん
で
死
ん
で
し
ま
い
た
い
と
思

う
こ
と
。

自立度について　
　支えを必要としている人の割合（高梁市分）
　　◇ 買い物…14％
　　◇ 食事の支度…12％
　　◇ 家事の手助…9％
　　◇ 移動・外出…15％
　　◇ 薬の摂取…5％
　　◇ お金の扱い…7％

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
は

地
域
み
ん
な
の
手
で

　■こころの健康に関するご相談は、備北保健所備北保健課保健対策班　（☎�２８３６）
　　　　　　　　　　　　　　　　　健康づくり課母子保健係　　　　　（☎�０２２８）

今後の取り組みとして

○ �心に不安がある人に対する相談機関として、保健師等の�
専門職が気軽に相談に応じたり、訪問して支援を行いま�
す。

○ �希死念慮、抑うつ・不安などのリスク因子を減らすために、
愛育委員、民生委員などによる声かけ訪問を密にし、コミ
ュニティを活性化させるため地域での交流の機会を増やすな
ど、各団体へ働きかけます。

　
主
な
調
査
結
果
（
高
梁
市
分
）

　

Ｑ
、
近
所
に
つ
い
て
の
信
頼
感

　
Ａ
、
信
頼
で
き
る
79
％
、
で
き
な
い
７
％

　

Ｑ
、
近
所
の
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
る

　
Ａ
、
は
い
46
％
、
い
い
え
23
％

　

Ｑ
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
地
域
の
サ
ロ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
、

　
　
　

趣
味
、
文
化
サ
ー
ク
ル
へ
参
加
し
て
い
る

　
Ａ
、
は
い
40
％
、
い
い
え
53
％

　

Ｑ
、
地
縁
的
な
活
動
（
町
内
会
、
婦
人
会
、
民
生

　
　
　

委
員
、
愛
育
委
員
な
ど
）
へ
参
加
し
て
い
る

　
Ａ
、
は
い
48
％
、
い
い
え
45
％

　

Ｑ
、
必
要
な
と
き
、
手
伝
い
や
情
報
提
供
を
し
て

　
　
　

く
れ
る
人
が
い
る

　
Ａ
、
は
い
81
％
、
い
い
え
12
％

　

Ｑ
、
地
域
に
は
、
訪
問
し
て
声
を
か
け
て
く
れ
る
民
生

　
　
　

委
員
等
が
い
る

　
Ａ
、
は
い
67
％
、
い
い
え
33
％

　

Ｑ
、
気
持
ち
が
沈
ん
だ
と
き
に
、
元
気
づ
け
て
く

　
　
　

れ
る
人
が
い
る

　
Ａ
、
は
い
80
％
、
い
い
え
11
％

　

Ｑ
、
自
分
は
健
康
と
感
じ
て
い
る

　
Ａ
、
は
い
71
％
、
い
い
え
29
％

　

Ｑ
、
抑
う
つ
や
不
安
が
あ
る

　
Ａ
、
は
い
19
％
、
い
い
え
81
％

　

Ｑ
、「
死
に
た
い
と
思
う
気
持
ち
」
が
今
ま
で
に
あ
る

　
Ａ
、
は
い
９
％
、
い
い
え
84
％

　
他
者
が
困
っ
て
い
る
と
き
の
手
伝
い
に
つ
い
て

　

Ｑ
、
家
事
を
手
伝
っ
て
あ
げ
る
人
が

　
Ａ
、
い
る
56
％
、
い
な
い
33
％

　

Ｑ
、
買
い
物
を
手
伝
っ
て
あ
げ
る
人
が

　
Ａ
、
い
る
53
％
、
い
な
い
35
％

　

Ｑ
、
寝
込
ん
だ
と
き
の
看
病
や
世
話
を
し
て
あ
げ
る
人
が

　
Ａ
、
い
る
52
％
、
い
な
い
36
％

　◆自殺に関する標準化死亡比順位（厚生労働省・自殺対策のための自殺死亡の地域統計）
　　高梁市　　　男性24位、女性24位
　　吉備中央町　男性1位、女性2位
　　鏡野町　　　男性2位、女性1位� （県内27市町村のデータ）


